
＜記者会見項目予定＞ 

① 医薬品や有機結晶材料の開発に向けた結晶構造予測システムを開発 

 ～結晶構造予測ブラインドテストへの挑戦～ 

 【情報・知能工学系 准教授 後藤仁志】（別紙１参照） 

 

② マレーシア科学大学と共同で 

 グローバルサマースクールを開催しました 

 【電気・電子情報工学専攻 高橋利昌／情報・知能工学専攻 田中孝治】（別紙２参照） 

 

③ 海外の交流協定大学から学生２０名を受け入れ 

 「平成２８年度国際研修プログラム」を実施します 

 【国際交流センター センター長 大門 裕之】（別紙３参照） 

 

④ ＜豊橋技術科学大学 開学４０周年記念事業＞ 

 豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター  

 第２０回シンポジウム 

 次世代自動車技術の現状と将来 ～自動運転と運転支援～ 

 【未来ビークルシティリサーチセンター 教授 三浦純】（別紙４参照） 

 

⑤ 平成28年度豊橋技術科学大学一般公開講座 

 「人間の知能、機械の知能」を開催します 【社会連携推進センター】（別紙５参照） 

 

⑥ テクノガールズを目指して 身近な科学を楽しんでみよう！ 

 理科教室「のらねこ＆テクノガールズ」を開催します 
 【男女共同参画推進本部】（別紙６参照） 
 

⑦ EIIRIS プロジェクト研究成果報告会 

 -エレクトロニクスとロボットの融合が開く豊かな社会－を開催します 
 【エレクトロニクス先端融合研究所】（別紙７参照） 
 

⑧ ＜豊橋技術科学大学 開学４０周年記念事業＞ 

 豊橋技術科学大学 プレステージレクチャーズ 

 「人工知能を目指して」を開催します 
 【総務課総務係】（別紙８参照）  
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平成２８年第６回定例記者会見 

日時：平成２８年１０月１８日（火）１１：００～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階 大会議室 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 河合・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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医薬品や有機結晶材料の開発に向けた 
結晶構造予測システムを開発 

～結晶構造予測ブラインドテストへの挑戦～ 

豊橋技術科学大学 社会連携推進センターの小畑繁昭 助教と大学院情報・知能工学専攻の

後藤仁志 准教授の研究グループは、コンフレックス株式会社（東京都港区）との共同研究におい

て、結晶構造予測システムを開発し、ケンブリッジ結晶学データセンター（CCDC: The Cambridge 

Crystallographic Data Centre）が主催する第 6 回結晶構造予測ブラインドテストに参加し、多くの

結晶構造予測に成功しました[1]。このシステムを活用することで、新規医薬品や機能性有機材料

の研究を効率化し、開発コストの削減に貢献します。 

 

＜研究経緯・研究組織・研究内容・今後の展開＞ 

医薬品や有機材料の多くは分子が 3 次元的に規則正しく並んだ結晶状態で提供されます。とこ

ろが、同じ分子あるいは同じ組成の物質であっても、結晶を作るときの条件の違うと、複数の異な

る結晶構造が生成することがあります。これを結晶多形現象と呼びます。そして、異なる結晶多形

は異なる物理化学的特性を示します。例えば、医薬品の場合、結晶多形の違いは溶解性や吸収

性に影響するため薬効だけでなく、製剤や投与法にも関わります。また、安定性にも影響するの

で保管方法や使用期限にも影響します。一方、色素、センサ、電池、光学素子、半導体などの機

能性有機材料においては、結晶構造のわずかな違いがその色や形、光学・電子物性に影響し、

材料特性を決定づけます。このため、医薬品や有機材料の研究開発の最終段階や上市後により

安定な結晶多形が見つかった場合、開発が遅延するだけでなく製品の出荷中止に至ることもあり、

コスト増大の要因にもなります。 

豊橋技術科学大学とコンフレックスの共同研究グループでは、これまでに開発してきた汎用分

子化学計算システム CONFLEX [2]に、「有限球状結晶計算法」と「網羅的結晶多形探索法」を導

入し、存在可能性の高い結晶構造を網羅的に探索する手法を開発してきました[3]。有限球状結

晶計算法では、周期的に多数の分子が配列している結晶構造において、膨大な分子間相互作用

エネルギーを効率的に算出する独自の結晶モデルを考案し、結晶構造の最適化を高速に完了で

きるよう工夫されています。また、従来から CONFLEX に搭載されていた立体配座探索法に加え、

分子配向、空間群、結晶格子などの結晶学的パラメータを自動的に変化させ、網羅的に結晶多

形構造を創出できる結晶多形探索法を開発したことにより、より実践的な結晶構造予測システム

として利用できるようになりました。 



 
結晶構造予測システムの概要 

本研究グループで開発してきたこの結晶構造予測システムを活用し、この度、CCDC が主催す

る結晶構造予測ブラインドテストに、国内からは初めて唯一の研究チームとして参加し、多くの結

晶構造予測に成功しました。このコンテストは、結晶構造予測に利用できる技術の信頼性と性能

の評価を目的に、化学式と既知の結晶化条件のみの情報から、分子がどのように固体状態に結

晶化するのかについて、計算化学の手法によって確実に予測するための能力を競います。1999

年からこれまでに 5 回開催（CSP1999、 CSP2001、 CSP2004、 CSP2007、 CSP2010）され、今

回 CSP2015 は第 6 回目の開催となります[1]。 

今回のコンテストでは、5 つの分子系に 9 種類の結晶多形構造が標的課題として出され、およ

そ 1 年をかけて予測しました（2014.9.12～2015.8.31）。本研究グループでは、3 つの分子系 5 種類

の結晶多形の予測に挑戦し、2 つの分子系 3 種類の結晶多形を正しく予測することができました。

これは、参加 14 ヶ国、25 研究チームの中で 4 位に相当し、惜しくもメダルを逃したことになります

[4]。ただし、実験構造が公開された後の事後解析として、我々の手法を検証したところ、4 つの分

子系 6 種類の結晶多形構造を予測可能であることが分かっています（2 位相当）。 

今回の結果から、我々が開発している結晶楮予測システムは、医薬や有機材料の研究開発に

おいても十分利用可能であることが証明されました。今後、より実践的な分子系に適用し、物性予

測などの応用研究に取り組んでいく予定です。また、コンテストで、挑戦できなかった分子系につ



いては、新たな探索アルゴリズムを開発することによって、さらに多様な有機材料等にも適用可能

になるように計画しています。このように、今後、結晶構造の予測精度をさらに向上させ、より広範

囲な分野に対応できる結晶構造予測システムの開発に取り組むとともに、この結晶構造予測シス

テムを活用した共同研究や人材育成を推進していく予定です。 

 

参考情報 

[1] Acta Crystallogr.、 B、 B72、 439-459、 2016  
[2] H. Goto、 S. Obata、 N. Nakayama、 K. Ohta、 CONFLEX7; Conflex: Tokyo、 
Japan、 2012.  
[3] S. Obata、 H. Goto、 AIP Conference Proceedings 1649: 130-134、 2015. 
[4] Nature 527、 20–21 (05 November 2015)、 doi:10.1038/527020a: CSP2015 に

参加した研究者等によるワークショップが 2015.10.27 に CCDC で開催された。その内容

が Nature 誌で報告された。 
 
 

 

本件に関する連絡先 

担当：情報・知能工学系後藤仁志准教授 TEL:0532-44-6882  

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 



医薬品や有機結晶材料の開発に向けた
結晶構造予測システムを開発

～結晶構造予測ブラインドテストへの挑戦～

後藤仁志1,2，小畑繁昭2

1 豊橋技術科学大学 大学院工学研究科 情報・知能工学系

2 豊橋技術科学大学 社会連携推進センター

国立大学法人豊橋技術科学大学 定例記者会見，2016年10月18日

研究背景

• 医薬品や有機材料の多くは，分子が3次元的に規則正しく周期性
を保って並んだ固体状態である結晶を形成します。

• ところが，同じ分子あるいは同じ組成の物質であっても，結晶を
作るときの条件の違うと，異なる結晶構造になることがあります。
これを結晶多形現象と呼びます。そして，異なる結晶多形は異な
る物理化学的特性を示します。

• 例えば，医薬品の場合，結晶多形の違いは溶解性や吸収性に影響
するため薬効だけでなく，製剤や投与法にも関わります。また，
安定性にも影響するので保管方法や使用期限にも影響します。

• 一方，色素，センサ，電池，光学，半導体などの有機材料におい
ては，結晶構造のわずかな違いがその色や形，光学・電子物性に
影響し，材料特性を決定づけます。

• このため，医薬品や有機材料の研究開発の最終段階はもちろん，
上市後により安定な結晶多形が見つかった場合，開発が遅延する
だけでなく製品の出荷中止などの原因にもなり，コスト増大の要
因にもなります。



結晶多形の事例①

S

N

HNO2 C

CH3

N

ROY: 
5-methyl-2-[(2-nitrophenyl)amino]-

3-thiophenecarbonitrile R: red, prism

Y: yellow, prism OP: orange, plate

ON: orange, needle YN: yellow, needle

ORP: orange-red, plate

[1] Lian Yu, et. al. J. Am. Chem. Soc. 2000, 122, 585-591

結晶多形の事例②

リトナビル
（Ritonavir®）

• HIVプロテアーゼ阻害薬として開発され，現在で
は他の阻害薬（インジナビル，サキナビル，ロピ
ナビルなど）と併用し、その効果を増強する目的
で用いられる。

• 1996年3月にFDAに認可されたアボット社から販
売された。当初１つの結晶形しか知られていな
かった (Form1)が，1998年半ばにカプセルのい
くつかのロットは溶解要件に不合格とされ，検査
の結果，新しい多形 (Form2) が発見された。
Form2はForm1に比べて安定で，溶解度が著しく
低いことが確認された[2]。

• この発見を受けて、市場から経口カプセル剤が回
収された。

フタロシアニン
（Phtalocyanine）

• フタロシアニンは多数の誘導体があり，青や緑の
顔料としての用途だけでなくセンサ，電池，非線
形光学や発光材料，感光体，半導体などへの応用
が期待されている。

• 特に，銅フタロシアニンは10種類以上の多形構造
（ α-，β-，γ-，δ-，ε-，π-，τ-，χ- など）が知ら
れ，インクやカラーフィルターとしては，色調の
違いからβ-，α-，ε-が使われている。

• 京大の星野らは、KCl上に成長させたα胴フタロシ
アニンの結晶構造を再決定し、得られた多形を4種
類に分類した[3]。

[2] Bauer, J. et al. Ritonavir: An extraordinary 
example of conformational polymorphism. Pharm. 
Res. 18, 859–866 (2001).

[3] Hoshino, A. Redetermination of the crystal 
structure of α-copper phthalocyanine grown on KCl
research papers. 393–403 (2003). 

Form 1

Form 2

α-CuPc

β-CuPc



結晶構造予測システムの開発～要素技術

• 有限サイズ球状結晶計算法
• 結晶エネルギー計算，結晶構造最適化

• 網羅的結晶多形探索法
• 立体配座，分子配向，空間群，格子定数等

O

OH

O

CH3

O

化学構造式 立体配座
単位格子

y

x

z

分子配向

空間群

共同研究先：

有限サイズ球状結晶

Dmax

結晶構造予測ブラインドテスト
主催：ケンブリッジ結晶学データセンター（CCDC）

• ケンブリッジ結晶学データセンター
（CCDC）は，結晶構造予測に利用できる技
術の信頼性と性能の評価を目的に，結晶構造
予測ブラインドテストを実施してきた。

• これまでに5回開催（CSP1999, CSP2001, 
CSP2004, CSP2007, CSP2010）され[4]，
今回CSP2015は6回目の開催となる[5]。

• 化学式と既知の結晶化条件のみの情報から，
分子がどのように固体状態に結晶化するのか
について，計算化学の手法によって，確実に
予測するための能力を開発することが目標で
ある。

• 参加グループは，CCDCが提示した分子の未
発表結晶構造を，それぞれの手法を使って予
測し，予測結晶構造リストを提出する．

• RMSD20などの規定に従って，実験構造と一
致すると判定される構造が含まれていれば，
正答したと判定

[4] Acta Cryst., B56, 697-714, 2000; B58, 647-661, 2002; B61, 511-527, 2005; B65, 107-125, 2009.
[5]Acta Cryst. B 67: 535-551, 2011.



ケンブリッジ結晶学データセンター
Cambridge Crystallographic Data Centre, CCDC

• CCDCは，は，化学および結晶学の進歩を図ることを使命として、共同研究および
結晶構造データベース(CSD)とそれを活用するためのアプリケーションの開発を
通じて全世界的に向けて構造化学研究を支援する独立研究機関です。

• http://www.ccdc.cam.ac.uk

• その起源はケンブリッジ大学化学科にあり、現在ではケンブリッジ大学の協力研究所と
して，かつ英国リサーチ・カウンシルに属する独立研究機関として運営される公益団体
です。

• CSDは，X 線または中性子線回折で解析した有機化合物・有機金属化合物の結晶
構造に関する最新データを網羅的に提供する世界唯一で最大の分子性結晶構造
データベースです。

• 50年前に世界最初の数値データベースの一つとして発足し、現在では850,000件以上の
レコードを収録しています。

• 多くの査読付き学術雑誌において結晶構造を発表する場合，CSDにエントリーすること
が要求されることもあります。

• CCDCは，CSDを活用した構造解析，医薬や材料設計のためのアプリケーション
を開発し，CSDとともに提供しています。

• これらCCDCサービスの利用について，国内の大学・教育機関向け窓口は大阪大学
蛋白質研究所，会社等営利機関向けの代理店は化学情報協会が行っています。

• 大阪大学蛋白質研究所：http://www.protein.osaka-u.ac.jp/

• 化学情報協会：http://www.jaici.or.jp/

第1～3回結晶構造予測ブラインドテストの標的課題

1st test (1999)
参加グループ数：11
Acta. Cryst. (2000) B56, 697.

2nd test (2001)
参加グループ数：17
Acta. Cryst. (2002) B58, 647.

O

N
H

O

O

3rd test (2004)
参加グループ数：18
Acta. Cryst. (2005) B61, 511.

Mono.: 0.0 %, Orth.: 36.4 %
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4th test (2007)
参加グループ数：14
Acta. Cryst. (2009) B65, 107.

5th test (2010)
参加グループ数：14
Acta. Cryst. (2011) B67, 535.
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30.8 %

28.6 %
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(1:1 cocrystal)
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14.3 %

(XVII)

16.7 %

(XIX)

18.2 %

(XVIII)

(XXI)

(XX)

8.3 %

20.0 %

0.0 %

平均正当率：14.8 %
最大正当率：36.4 %

第4，5回結晶構造予測ブラインドテストの標的課題

第6回結晶構造予測ブラインドテストの報告と標的課題

[6] Acta Cryst., B72, 439-459, 2016.
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第6回結晶構造予測ブラインドテストのタイムライン

• 2014.9.12 

• 標的課題が参加者に提示される

• 2015.8.31

• 予測結果の提出締め切り

• 手法に関するドキュメントも提出

• 2015.9.8

• 実験構造と予測結果の開示

• 2015.9.15

• 参加者全員の予測結果の開示

• 2015.10.21

• 参加者全員の手法情報を含む報告論文の
ドラフト版が送付される

• 2015.10.27-28

• CCDCにて，ブラインドテストの参加者
によるワークショップの開催（参加者等
による結果報告と意見交換）

• 2015.11.4, 5

• CCDCとNature誌からプレスリリース

• 2016.2.15

• 報告論文の初稿を投稿
[7] Nature 527, 20–21 (05 November 2015)
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第6回結晶構造予測ブラインドテストの全体正当率

6th test (2015)
参加グループ数：25 (14か国)
Acta. Cryst. (2016) B72, 439.

XXII

XXIII

XXIV
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OH

O
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XXV

XXVI
54.2 %

41.2 %

21.4 %

8.3 %

a: 23.5 %
b: 58.8 %
c: 25.0 %

d: 23.5 %
e: 0.0 %

Ranking Members Correct Ans.

1 ・Neumanグループ 8/9

2 ・Price グループ 5/7

3 ・van Eijck
・Pantelidesグループ

4/5

入賞? ・Obata & Goto
・他2グループ

3/5

平均正当率：28.4 %
(これまでの平均：14.8%)

今後の展開

• 応用研究の推進
• 今回の結果から，実践的な医薬や有機材料の研究開発においても十

分利用可能であることが証明された。今後，多様な分子系に適用し，
物性予測に取り組んでいく予定である。

• 例えば，医薬候補分子の結晶構造を予測し，溶解性などを算出する。
• 予測した結晶構造に対して第一原理計算を適用し，電子物性の予測

を行う。

• 結晶構造予測システムの改良
• 今回のブラインドテストで挑戦できなかった標的を扱えるように，

多成分系結晶構造の予測を可能にする。
• 結晶構造の予測精度を改善するため，結晶ポテンシャルを改良する。

• 利用普及と人材育成
• 結晶構造予測システムを大学や企業での研究開発に利活用してもら

うため，普及活動を行います。
• 例えば，結晶構造予測システムを含む計算化学シミュレーションの

スキルを習得できるような講習会や人材育成プログラムの開講を計
画しています。



ご清聴いただきありがとうございました。



＜別紙２＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

平成２８年１０月１８日 

 

 

＜概要＞ 

 9/17～10/3、マレーシア科学大学と共同でグローバルサマースクールを開催しまし

た。語学はもとより総合的なグローバル・コミュニケーションスキルを身につけるの

がこのプログラムの目的で、今年で 3 回目の開催となります。新しい試みとして、今

年はマレーシアの小学校で学生自らが出張授業を開催しました。多くの小学生に囲ま

れ、大盛況でした。このほか、ジャングルの自然やそこに住む先住民の調査や、民族

や地域間を比較する認知実験を共同で行いました。詳細は、定例記者会見にて披露い

たします。 

 
 

 

本件に関する連絡先 

担当：リーディング大学院教育推進機構 事務局  TEL:0532-44-1028 

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

マレーシア科学大学と共同で 

グローバルサマースクールを開催しました 



No. 

豊橋技術科学大学 博士課程教育リーディングプログラム

マレーシア科学大学と共同開催
グローバルサマースクール

定例記者会見 2016年10月18日

No. 11

No. 

「博士課程教育リーディングプログラム」は、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え
広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、国内外の第一級
の教員・学生を結集し、産・学・官の 参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士
課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学位 プログラムを構築・
展開する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推
進する事業です。 「日本学術振興会ＨＰより」

全国 ６２プログラム

オールラウンダー型 ７プログラム

複合領域型 ４０プログラム

オンリーワン型 １５プログラム

豊橋技術科学大学 リーディングプログラム

「超大規模脳情報を高度に技術するブレイン情報アーキテクトの育成」

▶ 私たちの脳を切り口として機械工学，情報工学，社会・環境工学，生命工学
などの研究分野をさらに深化させられる人材の育成を目的とする。

博士課程教育リーディングプログラムとは

2



No. 

時期：2016年 9月17日～10月3日
目的：グローバルコミュニケーション力と

グローバルな環境における計画遂行能力の体得

内容：
• マレーシア現地の小学校における脳科学出前講座
• 本学マレーシアペナンキャンパスにおいて
マレーシア科学大学(USM)の学生とディベート合宿

• 脳科学フィールド実験

H28年度 グローバルサマースクール
(博士前期1年必修科目）

3

No. 

グローバルサマースクール

豊橋技術科学大学ペナン校

先住民の生活改善方法について
ディスカッションを行いました。

リーディングプログラム活動紹介(昨年度)

先住民の方々との交流の様子

ＴＵＴ
ペナン校

コタバル

先住民の村

© OpenStreetMap contributors

4



No. 

グローバルサマースクール

豊橋技術科学大学ペナン校

実験結果の報告

リーディングプログラム活動紹介(今年度)

出前講座・フィールド実験の様子

ＴＵＴ
ペナン校

コタバル

先住民の村

© OpenStreetMap contributors

5

No. 

脳科学出前講座・フィールド実験

▶ USM学生と共に現地小学校において
「脳に触れ、脳を知る」出前講座を実施

▶ 小学生を対象とした脳科学フィールド実験

6



No. 

脳科学出前講座

▶ 講座終了後の小学生たちとの交流

▶ 出前講座中の交流

7

No. 

脳科学フィールド実験

▶同情実験
目的

• マレーシアの小学生は攻撃されているものに対して同情を示すのか？
• 学校によって違いはあるのか？

参加者
• Kelantan（都市）の学校から40名（全員女性）
• Perak（地方）の学校から40名（男性20名、女性20名）

結果
• Kelantanの女性は同情を示した
• Kelantanの女性のほうがPerakの男性よりも強い同情を示した
• Kelantanの小学生のほうがPerakの小学生よりも強い同情を示した

Perak

Kelantan

© OpenStreetMap contributers

8



No. 9

先住民の暮らしの調査

▶ 昨年のコミュニティとの違い

▶ Kampung Aman Damai村への訪問

No. 10

Banding湖周辺での活動

Banding湖

宿泊先

▶ Banding湖での様子

▶ 学生間の交流

© OpenStreetMap contributors



＜別紙３＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２８年１０月１８日 

 
 

 

 

 

工学を学ぶ優秀なアジアの大学生を 5か国 6校の協定大学から招へいし、１０日間

の受け入れプログラムを開催します。本プログラムでは、海外参加学生が各専攻に対

応した研究室体験を行うとともに､ツイニングプログラムをはじめとする本学の教育

システム、生活環境等に関する情報を伝え、本学への留学に対する理解や具体的な興

味･関心を促すことを主な目的としています。 

また、本学日本人学生・留学生との懇談やサークル活動見学の時間を設け、互いの

大学の教育研究活動に対する理解を深めることにより、海外参加学生の日本留学を促

進するだけでなく、本学学生の留学や共同研究・研究交流等への意欲を高めます。 

さらに、日本語会話の学習や日本文化の体験､近代化産業遺産の見学を通じて日本の

文化･技術に対する理解を促進する機会を提供します。 

 

 

プログラム日程：平成２８年１１月６日（日）～１１月１５日（火） 

開催地：豊橋技術科学大学及び豊橋市周辺 

プログラム：別紙のとおり 

 ※また、１１月１１日（金）には、豊橋国際交流協会アゼリア会にご協力いただき、

茶道、華道等の日本文化を体験します。 

 来年度以降についても、今年度の実施を踏まえ、さらに内容を充実させた交流プロ

グラムを実施の予定です。 

 

本件に関する連絡先 

担当：国際課 留学生係 福村・梁瀬 TEL:0532-44-6577     

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

海外の交流協定大学から学生２０名を受け入れ 

「平成２８年度国際研修プログラム」を実施します 



実施期間： 平成28年11月6日(日)～11月15日(火)

H28.10.11現在

年月日 活動内容 活動場所

各地→
名古屋(中部国際空港)Pick Up
名古屋→豊橋
ホテルチェックイン
ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

開講式・オリエンテーション 大会議室

昼食 学食

TUT学生による大学紹介
海外学生による大学紹介

未定

キャンパスツアー EIIRIS･VBL、講義棟、図書館、体育館、学生宿舎等

歓迎セレモニー ひばりラウンジ

大学発（ホテルへ）
ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

本学紹介 未定

昼食 学食

日本語学習 IGNITE105・106

研究室体験① 学内研究室

大学発（ホテルへ）
ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

本学留学生との交流 未定

昼食 学食

研究室体験② 未定

大学発（ホテルへ）
ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

本学日本人学生との交流 未定

昼食 学食

研究室体験③ 未定

大学発（ホテルへ）
ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

研究室体験④ 学内研究室

昼食 学食

日本文化体験（華道･茶道） 豊橋市三の丸会館

大学発（ホテルへ）
ホテルロビー集合
ホテル発

日本文化体験（歴史） 二川本陣資料館

自由時間、ホテルへ
ホテルロビー集合
ホテル発

近代産業化遺産見学 トヨタ産業技術記念館

自由時間、ホテルへ

ホテルロビー集合
ホテル発
大学着

発表準備

海外学生による発表

昼食 学食

閉講式 未定

大学発（ホテルへ）
ホテルチェックアウト
豊橋→中部国際空港
出国

H28.11.15
(火)

海外参加大学・受入者数：　バンドン工科大学３名、ホーチミン工科大学３名、ハサヌディン大学３名、マレーシア科学大学３名、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国東北大学４名、新モンゴル工科大学４名・・・計２０名

市内ホテル

H28.11.10
(木)

H28.11.11
(金)

H28.11.12
(土)

H28.11.13　(日)

H28.11.14
(月)

ひばりラウンジ

H28.11.7
(月)

市内ホテル

H28.11.8
(火)

市内ホテル

H28.11.9
(水)

市内ホテル

Ｈ２8国際研修プログラム（受入）　日程表（案）

趣旨・目的：工学を学んでいる優秀なアジアの大学生を協定大学から招聘し、研究室体験を行うとともに、ツイニングプログラムをは
じめとする本学の教育システム、生活環境等に関する情報を伝え、日本への留学に対する理解を促すことを主な目的とする。更に､
日本語会話の学習や日本文化の体験､近代化産業遺産の見学を通じて日本の文化・技術に対する理解を促進する。

H28.11.6
(日)
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   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

平成２８年１０月１８日 

 

 
＜概要＞ 

 近年の自動運転ブームに見られるように、自動車関連技術は人工知能（AI）技術の導入
などによって、大きく変わりつつあります。本シンポジウムでは、自動運転技術、運転支
援技術を中心とした次世代自動車技術について、学内外の研究者による講演を通して、そ
の現状と将来について議論します。  

＜詳細＞ 

 
日時：平成 28 年 11 月 25 日(金）  13：30～17：30 
場所：豊橋技術科学大学  A-101 講義室 
参加費：無料（シンポジウム終了後 意見交換会：2,000 円） 
 
【プログラム】 
13：30～13：35 開会挨拶 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター  
センター長 大平 孝 

 
13：35～14：45 基調講演 

「自動運転技術の現状と将来」 
名古屋大学未来社会創造機構 知能化モビリティ研究部門  
特任教授 二宮芳樹 氏 

 
14：45～15：00 休憩 
 
15：00～16：20 豊橋技術科学大学の次世代自動車技術研究紹介 

○「移動ロボットの環境認識技術と自動運転」  
情報・知能工学系 教授 三浦 純 

○「ソーシャルなロボットを介したクルマと 
ドライバーのインタフェースデザイン」 

 情報・知能工学系 教授 岡田美智男 
○「交通ログデータと自動運転が地域交通マネジメントにもたらすもの」 
 建築・都市システム学系 助教 松尾幸二郎 

○「石炭・石油・電池に続く第４世代ビークル」  
電気・電子情報工学系 教授 大平 孝 

 
16：20～16：25 閉会挨拶 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター  
副センター長 三浦 純 

 
16：40～17：30 学内研究見学 

 

本件に関する連絡先 

    担当：研究支援課センター支援係  TEL:0532-44-6574     

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

【申込先】未来ビークルシティリサーチセンター（研究支援課センター支援係） 

FAX：0532-44-6568 e-mail：rcfvc@office.tut.ac.jp 

＊氏名・所属・連絡先・見学、意見交換会参加の有無をご連絡下さい。 

参加申込〆切り：平成 28年 11 月 22 日(火) 

＜豊橋技術科学大学 開学４０周年記念事業＞ 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター  
第２０回シンポジウム 

次世代自動車技術の現状と将来 

～自動運転と運転支援～ 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター 
第２０回シンポジウム 

次世代自動車技術の現状と将来 
～自動運転と運転支援～ 

名古屋大学未来社会創造機構   モビリティ部門長   特任教授 二宮芳樹 氏 

近年の自動運転ブームに見られるように、自動車関連技術は人工知能（AI）技術の導入などによっ
て、大きく変わりつつあります。本シンポジウムでは、自動運転技術、運転支援技術を中心とした次
世代自動車技術について、学内外の研究者による講演を通して、その現状と将来について議論します。 

日時：平成２８年１１月２５日（金）  13：30～17：30 

場所：豊橋技術科学大学  A－１０１講義室 
（ 地図： http://www.tut.ac.jp/about/campusmap.html ） 
 

参加費無料 

基調講演 

電気・電子情報工学系 教授    大平 孝 

情報・知能工学系 教授         三浦 純  

情報・知能工学系 教授       岡田美智男 

建築・都市システム学系 助教   松尾幸二郎 

主催： 豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター 

後援： 豊橋市、田原市、豊橋商工会議所、田原市商工会、東三河産業創出協議会 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター（研究支援課センター支援係） 
    TEL：0532-44-6574 FAX：0532-44-6568 

e-mail：rcfvc@office.tut.ac.jp  ★裏面の参加申込書で事前にお申し込みください 

研究紹介 

お問合せ 
申込先 

意見交換会  
会費：2,000円 

シンポジウム終了後、 
学内（ひばりラウンジ）において、
意見交換会を行います。 

  

豊橋技術科学大学 開学４０周年記念事業 



 

お名前  

所属・役職  

TEL  ＦＡＸ  

見学 
     

 
意見交換会 

（参加費 2,000円） 
 

【申込先】未来ビークルシティリサーチセンター（研究支援課センター支援係） 
FAX：０５３２－４４－６５６８ e-mail：rcfvc@office.tut.ac.jp 

＊ご記入いただいた情報は、豊橋技術科学大学からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。 

 

13：30～13：35 開会挨拶 
豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター センター長 大平 孝  

 
13：35～14：45 基調講演 

「自動運転技術の現状と将来」 
名古屋大学未来社会創造機構 モビリティ部門長 特任教授 二宮芳樹 氏 

 
14：45～15：00 休憩 
 
15：00～16：20 豊橋技術科学大学の次世代自動車技術研究紹介 

○「移動ロボットの環境認識技術と自動運転」  
情報・知能工学系 教授 三浦 純 

○「ソーシャルなロボットを介したクルマとドライバーのインタフェースデザイン」 
 情報・知能工学系 教授 岡田美智男 
○「交通ログデータと自動運転が地域交通マネジメントにもたらすもの」 
 建築・都市システム学系 助教 松尾幸二郎 
○「石炭・石油・電池に続く第４世代ビークル」  
電気・電子情報工学系 教授 大平 孝 

 
16：20～16：25 閉会挨拶 

豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター 副センター長 三浦 純 
 
16：40～17：30 学内研究見学 
 

プログラム 

参加申込書     ★以下の内容をＦＡＸまたは e-mailでご連絡ください。 

参加申込〆切り：平成２８年１１月２２日（火） 

参加 ・ 不参加  
（どちらかを○で囲んで下さい） 

参加 ・ 不参加  
（どちらかを○で囲んで下さい） 



人工知能研究の目的の一つは機械（コンピュータ）に人間のような知能を持たせることです。
本講座では、人工知能の歴史と現状、および将来について最近の応用例（画像認識、囲碁、自動運転、ロボットなど）を交
えて説明します。

人工知能（AI）の歴史と現状、および将来

午後6時30分～8時時間

会場 A2-101講義室
午後6時から受付

1111 1111金

三浦 純 教授 （情報・知能工学系）講師

ヒトのように柔軟な知能を創る方法として、サルの認知発達に基づいた学習原理が注目されています。
本講座では、ヒトとロボットの認知発達について、知能が体をもつことの意義や模倣による知識の広がりなどの話題も交
えて説明します。

認知発達ロボットの歴史と現状、および将来1111 18 金

三枝 亮 特任准教授 （人間・ロボット共生リサーチセンター）講師

午後6時30分～8時時間

会場 A2-101講義室
午後6時から受付

果たして、人工知能は、ヒトのような意識を持つことができるのでしょうか？
もしくは持つ必要があるのでしょうか？
本講座では、ヒト知能研究について、脳科学の最近の話題と応用例などを、人工知能との関連も交えながら説明します。

ヒト知能研究の歴史と現状、および将来1111 2525 金

南 哲人 准教授 （エレクトロニクス先端融合研究所）講師

午後6時30分～8時時間

会場 A2-101講義室
午後6時から受付

Tel.0532-44ｰ6569
豊橋技術科学大学研究支援課（社会連携支援室）地域連携係問い合せ先

高校生以上対　象豊橋技術科学大学（〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1）ところ

申し込み 随時、申込書を豊橋技術科学大学研究支援課（社会連携支援室）地域連携係
（FAX 0532-44-6568 あるいは、Eメール chiren@office.tut.ac.jp）
※申込書はホームページ（ http://www.tut.ac.jp/cooperation/ecourse.html ）のパンフレットに掲載

豊橋技術科学大学一般公開講座 主催／国立大学法人豊橋技術科学大学 後援／豊橋市・豊橋市教育委員会・豊橋商工会議所

囲碁や車の自動運転で人間を

超える能力を示す

人工知能（機械の知能）が

話題になる一方で、

人の脳の仕組みや働き（人間の知能）

についても新たな発見が

相次いでいます。

本講座では、知能について

人間と機械の両面から

わかりやすく説明していきます。
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受講料無料
定員／200名程度

＜別紙５＞
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氏　名
ふりがな

性 別 年 齢男 ・ 女
歳

住　所

職　業

※受講者番号 ※受付日 月　　　　　日

電話番号 （ 　 　 　  ） FAX（ 　 　 　  ）

Eメール

「人間の知能、機械の知能」
受講申込書

平成28年度 豊橋技術科学大学一般公開講座

※ご記入いただきました住所等の個人情報は、豊橋技術科学大学が実施する催事情報をお知らせする目的以外には、
　使用いたしません。
※お申し込みいただいた方に対し、本学より受理の通知はいたしませんので、当日直接会場にお越しください。

豊橋技術科学大学研究支援課（社会連携支援室）地域連携係
Fax.0532ｰ44ｰ6568

※FAXの方は、このまま送信してください。※FAXの方は、このまま送信してください。※FAXの方は、このまま送信してください。

受講希望コース
ご希望の講座を○で
囲んでください。

・ 全3回

・ 第１回（11／11） ・ 第２回（11／18） ・ 第3回（11／25）

1. 会社員

2. 自営業

3. 教　員

4. 公務員

5. 学　生 ― 高校生・大学生・大学院生・その他（　　　　　　　）

6. その他 ― 主婦・無職・その他（　　　　　　　）

該当箇所を○で囲んでください。「その他」については、適宜ご記入願います。



11 55

女子小学生高学年も可（要事前相談）

科学工作

科学パフォーマンス

〒 - 　豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1
国立大学法人　豊橋技術科学大学　男女共同参画推進本部担当窓口（総務課職員係）永田・王生
TEL:0532-44-6502  FAX:0532-44-6509
E-mail:syokuin@office.tut.ac.jp  ホームページ:http://www.equal.tut.ac.jp

お申申申申しししし込込込込込込込込みみみみみみ・・・
お問問問問いいいいい合合合合合合わわわわわわせせせせせせ
お申し込み・
お問い合わせ

参加を希望する場合は，事前に予約が必要です。定員になり次第すす ，締め切ります。参加希望者は下記へご連絡ください。すす参加を希望する場合は，事前に予約が必要です。定員になり次第，締め切ります。参加希望者は下記へご連絡ください。

土

※時間の都合などで実演内容を変更する場合があります。

豊橋技術科学大学　平成28年度 女子中学生の理系進路支援事業

女子中学生対象
参加無料

理科教室理科教室
「のらねこ＆
  テクノガールズ」

後援／豊橋市教育委員会

「のらねこ＆
  テクノガールズ」
「のらねこ＆
  テクノガールズ」
のらねこ学会（物理サークル）の先生がたによる
楽しい理科教室
のらねこ学会（物理サークル）の先生がたによる
楽しい理科教室

豊橋技術科学大学
事務局3階 大会議室事務局3階 大会議室
豊橋技術科学大学

平成28年平成28年

11
13:00～15:3013:00～15:30

参加する！参加する！
●❶ 3色LEDで輝くオーロラツリー
　 をつくろう
●❷ フィルムケースでオカリナを
　 つくろう

●❶ 身近なものが楽器になる？
●❷ 科学マジックの不思議な世界
●❸ 大道芸は科学？
●❹ 光と色の秘密

見る！体験する！見る！体験する！

定員15名定員15名

日時

場所

＜別紙６＞



FAX申込用紙

FAX:0532-44-6509
◎おかけ間違いのないようお願いいたします。

〒 - 　豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1
国立大学法人　豊橋技術科学大学

男女共同参画推進本部担当窓口（総務課職員係）永田・王生
TEL：0532-44-6502

E-mail：syokuin@office.tut.ac.jp
http://www.equal.tut.ac.jp/

お申し込み・お問い合わせ

FAXでのお申し込みにご利用ください。
メールにて申し込む場合も以下の内容を必ず記入してください。

定員になり次第，締め切らせていただきます。

国立大学法人豊橋技術科学大学
　男女共同参画推進本部（総務課職員係）　宛

氏　　　名

学校名（学年）
県

市 中 学 校（　　　　年）

ふりがな

連絡先
（ 学校 ・ 保護者 ・ 本人 ） 氏名：
（電話番号・ＦＡＸ又はＥメール）

電話番号・ＦＡＸ
又はＥメール（ ）

（注）当日の事前連絡のため必ず記入してください。
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E-mail event-office@eiiris.tut.ac.jp Fax 0532-81-5133 



学生達が多くのものを学び、感じ取り、将来への夢や志を育む貴重な機会として、本学では「時代を
切りひらいてきた」先駆的研究者や先進的経営者・起業家の方々による豊富な経験と深い見識に基づ
く、熱のこもった特別講演をお届けします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『人工知能を目指して』

豊橋技術科学大学
プレステージレクチャーズ

　文字読み取り、画像の処理と認識、機械翻訳、自然言語処理、辞書構築、電子図書館
研究と、人間知能にかかわる研究を50年間続けて来た。研究者の態度として、これこそ
自分のやるべき研究だというものを発見し、それに集中することが大切であろう。

公益財団法人国際高等研究所長
元京都大学総長
京都大学名誉教授
元独立行政法人情報通信研究機構理事長
元国立国会図書館長

講師

概要

日時

長尾  真 氏

聴講自由
後援 豊橋商工会議所 

社会人キャリアアップ連携協議会
本件問い合わせ先
豊橋技術科学大学 総務課総務係　電話  0532-44-6504

場所 豊橋技術科学大学 講義棟 A2-101●

平成28年11月17日 木 14:40～ 16:10

＜別紙８＞


